
【１】森林環境学習「やまのこ」の『総合的な学習の時間』の位置づけ   
(１) はじめに 

 本校の強みは、学校生活のきまりや

習慣が身に付いている子や友だちと仲

よくしようと意識している子が多い。

また、学習課題や決められている課題

について真面目に最後までやり遂げよ

うとする子も多い。 

課題としては、自己表現することが

苦手で、良好な人間関係をつくりにく

い子がいることである。子どもや保護

者に相談しやすい雰囲気づくりや教育

相談体制の工夫をする必要がある。 

また、保護者や地域の願いとして

は、「確かな学力を身に付けてほしい。

明るく元気で思いやりの気持ちをもっ

てほしい。規範意識をもってほしい。

わが町、ふるさとを愛してほしい。」である。 

本校は、栗東市の中心にあり JR 栗東駅と隣接しており、マンション等、集合住宅に住む家庭が

「80％」を占めている。したがって、自然とのふれあい体験が少ないことも課題であり、わが町、

ふるさとを愛する心を育てたいと考えている。 

このような課題を、学校生活や学習時間を通して具体的な取り組みが必要であると考えている。 

特に、４年生では「やまのこ」の森林環境学習を総合的な学習の時間に位置づけ、子どもたちに

は、栗東市内の金勝山の自然や身近な自然環境に親しみ、自然の素晴らしさを味わい、自然の大切

さを体感してほしいと考えている。 

さらに、体験学習を通して学んだ〔インプットした〕ことを、3 年生や保護者などに伝える〔ア

ウトプットする〕ことを通して、学んだことを他者に伝え、喜んでもらえることを体感してほしい

とも考えている。 

 

（２）森林環境学習でめざすもの 
森林環境学習「やまのこ」でめざす子どもの姿は、栗東の山である「金勝山」での体験学習を通

して、森林とわたしたちの生活の関係について、「森林を大切にするとは？」「自分自身では何がで

きるのか？」を考え、「自分ができる行動をする姿」である。 

また、「やまのこ」での体験学習を通して、金勝山の四季の変化に関心をもつとともに、身近な学

校の運動場の樹木を通して四季の変化に気づくことで、身近な自然に親しみをもてるようにする。 

 

 (３)学習内容 
１)単元名     『森林とわたしたちの暮らし』【全 25Ｈ】 

  ２)単元のねらい  ◎森林とわたしたちの生活の関係について考える 

◎森林の役割を知り、森林を大切することを学ぶ 

◎学んだことをプレゼンにまとめ、３年生へ発表する 

▲栗東市学区図 

 
～ 令和５年度 栗東市立大宝東小学校での取り組み ～ 

 

森林環境学習「やまのこ」事業実践事例 
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  ３)学習の流れ  「事前学習【４時間】☞当日【９時間】☞事後学習【12 時間】」 

    ９月：事前学習① ：自分たちの生活と森のつながり 

       事前学習②③：森林のはたらきについて学ぼう！   ☞やまのこ指導員の出前授業（1） 

☞「やまのこ」では、どんな体験ができるの？ 

            ☞葉っぱの違いを調べよう！校舎周辺の樹木の！！ 

       事前学習④：森とのつながり  ☞「わりばし」を通して考えよう！ 

   １０月：当 日：１日目【６時間】、２日目【３時間】    ☞「やまのこ」体験学習「１泊２日」 

   １１月：事後学習①：３年生に伝えるテーマを決めよう！ 

       事後学習②：１泊２日の体験学習をふりかえろう！  ☞やまのこ指導員の出前授業（2） 

事後学習③④：各学級各グループのテーマについて調べ学習をしよう！ 

事後学習⑤⑥：調べたことをスライドにまとめよう！ 

       事後学習⑦⑧：スライドのアドバイスを聞こう！  ☞やまのこ指導員の出前授業（3） 

       事後学習⑨：アドバイスをもとにスライドを修正しよう！ 

       事後学習⑩：３年生へ発表しよう！ 

       事後学習⑪：3 年生へ発表の講評を聞こう！     ☞やまのこ指導員の出前授業（4） 

   １２月：事後学習⑫：サポーターさんへの「お礼の手紙」を書こう！ 

 

【２】事前学習の流れ 

やまのこ学習の導入として、一時間目の学習では、森林体験学習「やまのこ」への思いを膨らませ

るため、「森林は人間にとってどのような“よさ”があるのか？」をテーマにして話し合った。 

初めに、「“山”という存在が、好きかどうか？」

「どうしてそう思うか」などについて話し合い、

「山」に対する自分の思いを確かめた。 

これは、この時の思いが今後、どのように変わる

かを振り返れるようにするためである。 

「山のはたらきや私たちとのつながり」には、ど

のようなものがあるか、知っていることや予想を出

し合った。 

これからの学

習で学んでいく

ことについて、

知りたいことや

考えていくことについてイメージを膨らませることができた一時間

となった。この学習の子どもの「ふりかえり」を紹介する。 

 

 

 

 

▲導入の一時間目の板書 

Ｈさん：考えたらきりがないほど森林は、人間にとってとても
よい存在だということがわかるし、大切にしないとい
けないと思いました。 

Ｎさん：森林は、こんなにわたしたちのくらしに大切なんだな
と思いました。 

０さん：森林は雨水をたくわえていると思うので、森林がなく

なると水もなくなってしまうので、大切にしなくては

いけないと思いました。 

事前学習①  自分たちの生活と森のつながり  ９月１１日（月） 

▲ワークシート（１） 
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第 1 部では、金勝山の四季の様子をスライドで見て、四季の変

化がはっきりしている写真に感動していた。また、森の未来館で

の『やまのこいいな！』は合言葉であり、活動のめあてでもある

ことについて説明され、子どもたちも理解するとともにすぐに覚

えることができた。 

森林のはたらきにつ

いては、『「守」「蓄」

「育」「防」「快」「利」』の 6 つの漢字をキーワードとして学び

子どもたちは特に、「守」「育」「防」のキーワードに関心を示し

ていた。 

また、『緑のダム実験』については、健全な山と荒れた山とで

は、雨水の流れがどのような違いがあるのかについて、「流れる

水の速さ、流れ出る水の色、流れ出る水の量」の３つの観点にお

いて予想をしてから動画を見た。 

その結果、健全な山の方が「流れる水の速さは遅い・水の色は

きれい・水の量は少ない」という結果となりとても驚いていた。 

第 2 部では、１泊２日の「やまのこ」体験学習で、どんな体

験ができるのについて学んだ。1 日目には「森林＆林業体験」、

夜には「ナイトウォーク」を体験し、2 日目には「森林散策」と

「焼杉キーラックづくり」が体験できることを写真や動画を通し

て知った。子どもたちは、「やまのこ」体験学習のイメージをも

ち、当日に向けてドキドキワクワクと楽しみと期待を膨らませ、

「早く“やまのこ”へ行きたい」という思いが高まった。 

●「やまのこ」専任指導員による指導 

●９０分（４５分×２）を３部構成で実施 

第 1 部「やまのこ」って何？ ～ 森林のはたらきとは？ ～ 

第 2 部「やまのこ」では、どんな体験ができるの？ 

第 3 部「心と五感で学ぼう！」 

あなたは、名探偵「やまのこ！」 

～ 葉っぱの違いを調べよう！校舎周辺の樹木の！！ ～ 
▲金勝山の四季 

▲森林の「６つ」のはたらき 

事前学習②③  森林のはたらきについて学ぼう！ ☞やまのこ指導員の出前授業 9 月２１日（水）          

▲森の未来館での合言葉『やまのこいいな！』 

▲「緑のダム実験」の３つのはたらき 
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※事前に運動場にある樹木の葉っぱを10種類集めておく。☞常緑樹や落葉樹、木の実ができる木など 

 

第３部では『あなたは、名探偵「やまのこ！」～葉っぱの違いを調べよう！校舎周辺の樹木の！！～』

をテーマにやまのこ指導員が事前に運動場にある「１０種類の樹木」を採取し、その樹木を活用した学習

活動を行った。 

各班の机に配布された 10 種類の葉っぱを活用して、次の３つ

の課題について各班でよく「感察」しながら相談し分類をした。 

 

 

 

 

このように実際に葉っぱを手に取り、手で触れたり、匂いをかい

だりするなど五感を使って「感察」することで、葉っぱをより身近

に感じることができた。また同時に、自分たちの運動場には、いろ

いろな種類の樹木があることやどんぐりができる木の種類が多いこ

となどに気づくことができた。学校内には、針葉樹がなく、広葉樹

ばかりであることにも気づき、学校内の樹木や自然にも興味関心を

もつ子どもが増えた。 

▲運動場の全体が写るように撮影（四季を通して撮影しておくと、四季を可視化できる） 
あなたは、名探偵「やまのこ！」～葉っぱの違いを調べよう！校舎周辺の樹木の！！～ 

▲葉っぱを手に取り「感察」している様子 

Ｑ１「広葉樹」と「針葉樹」に分けてみよう！ 

Ｑ２「常緑樹」と「落葉樹」に分けてみよう！ 

Ｑ３「いいにおいがする葉っぱをみつけよう！ 
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（１）のグラフからは、事前学習を通して、「やまの

こ」がすごく楽しみになった子どもたちが、「７４％」

いることがわかり、１泊２日のやまのこの魅力が少し伝

わったように思う。 

（２）のグラフからは、森林のはたらきに

ついて、すごく関心をもった子どもたちが

「72%」いることがわかり、「やまのこ」体

験学習では森林の環境について学ぶ学習であ

ることが伝わったようである。 

（３）のグラフからは、学校の運動場の樹

木を活用した学習を通して、すごく関心をも

った子どもたちが、「52％」いることがわか

り、今まで気づいていなかった運動場の樹木

にもいろいろな種類やどんぐりができる木の

種類が多いことなどに関心をもつことにつな

がったようである。 

（４）のグラフからは、森林の６つのはた

らきの中でも「防・守・育」の３つの漢字の

キーワードを調べ学習のテーマとしたいと思

った子どもたちが、「76％」いることがわか

る。これは、特に「地球温暖化（沸騰化）を

防ぐこと」や「土砂災害から守ること」「樹

木や植物、動物、野鳥などの多くの生き物を

育てていること」などイメージを膨らませる

ことができたように思う。 

▲事前学習版「ふりかえりシート」 
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【事前学習の「ふりかえりシート」の調査結果】 



４時間目の学習では、やまのこ指導員による事前学

習での課題を受けて、身近な暮らしの中にある木「わ

りばし」について考えた。 

子どもたちと「わりばしを使うのは、悪いことなの

かを考えよう！」をテーマに、木を材料として「わり

ばし」を作ることや使うことがもったいないか、もっ

たいなくないか」について自分の考えをもった上で意

見を出し合った。子どもたちの意見は、「もったいな

い４票」「もったいなくない 19 票」に分かれた。 

「もったいない」の理由としては、「使ったらすぐ

に捨ててしまう、わりばしは長持ちする、１回しか

使えない、SDGS としてダメ、木以外の“おはし”もあ

る。」などの意見が出た。 

「もったいなくない」の理由としては、「家の柱な

どにする木として加工していらなくなった所を使う、

間伐で切った木を使う、切って新しい苗を植えた方が

いい、悪いならもっと少なく売られているはず、わり

ばしは折れる時にはプレスチック性でも折れる」など

の意見が出た。                        

こうして活発な意見が言える子どもたちは、日頃からよく考えて実践しているように感じた。教師

側の予想と違い、中には鋭い意見が出てきてとても驚いた。最後に「間伐」の説明が漫画で描かれた

冊子「木は伐ったらいけなんじゃないの？」を読むことで、自分たちの生活と木（森林）とのつなが

りがあることに気づき、なるほどと納得している子が

多かった。左のようなワークシ－トを活用して「わり

ばし」は、もったいなくないと思うと考えた子どもた

ちの考えや思ったことを紹介する。 

▲「わりばしを使うのは、悪いことかな？」の板書 

事前学習④  森のつながり  ☞「わりばし」を通して考えよう！  9 月２９日（金）          

Ｈさん：間伐したらいらない木ならわりばしに利用

したりした方がいいと思うからです。もう

一つの理由は、いろいろなところでたくさ

ん使われているから問題があるなら売られ

ていなはずだと思ったからです。もう一つ

は、プラスチックより木の方が環境に良い

素材だからです。 

Ｎさん：紙などは洗うとやぶれて、ゴミが出てしま

いエコではないと思い、わりばしは丈夫で

洗ってもやぶれることがないからです。 

また、工作や食べる時にも利用でき、間伐

をすると日光が当たり木が成長すると思う

からです。 

▲冊子「木は伐ったらいけないんじゃないの？」 

▲ワークシート（２） 
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（３）当日の流れ 

【２日間の活動＆めあて】   

めあて『感謝の気持ちを大切に、安全で楽しい思い出をつくろう！！』 

  そのために、下記の４つのテーマを設定した。 

（１）１日目の活動   間伐＆林業体験      

 全体指導 ☞  □倒すヒノキの上を眺める（before） 

 間伐体験 ☞  

 

 

 

 

 

 

     昼食  ヒノキ林の中で、お弁当を食べる 

     林業体験 ☞  

   

 

 

 

 

 

 

（２）２日目の活動 森林散策・焼杉キーラックづくり 

     全体指導 ☞  □森林散策の方法や危険な動植物などの説明 

□緑のダム実験 

活動開始 ☞  □サポーターと回るコースを相談して決めたら出発 

□問題を解きながら散策する 

  全体指導 ☞   □焼杉キーラックづくりの説明 

         □サポーターにより焼杉を“ガスバーナー”で焼いてもらう 

         □ブラシで“すす”をこすりとる  □ホットボンドで“目玉”をつける 

         □ヒートンとＬ字金具をつける □ひもをつける         

□焼杉の裏面に修正ペンで「日付・やまのこ・自分の名前」を書く 

当日の学習プログラム  １０月１９日（木）～２０日（金） ☞「やまのこ」体験学習「１泊２日」         

◎森林とわたしたちの生活の関係について、 
体験を通して考えよう！【学習】 

◎自分から学びたいことを見つけ、 
進んで活動に参加しよう！【挑戦＆努力】 

◎時間やルールを守り、 
自分の役割をしっかりとはたそう！【責任】 

◎班の仲間と力を合わせて行動し、 
お互いのよさを見つけよう！ 【認め合い】 

① ヒノキの身体測定の予想（高さ、周りの長さ・直径、年齢） 
② ヒノキを倒す方向を決める 
③ ロープと滑車を取り付け、ロープを引く練習をする 
④ 倒すヒノキの「受け口」を一人ひとりが順番にのこぎりで切る 
⑤ 受け口が切れたら、「追い口」を切る 
⑥ サポーターの笛の合図で、ロープを引っ張り、ヒノキを倒す 
⑦ 倒したヒノキの上を眺める（after） 
⑧ ヒノキの身体測定の結果を確認     
⑨ 受け口に、班の一人ひとりが自分の名前を書く 

① ヒノキの「枝払い」をする       

② 170cm の「玉切り」にする 

③ トングを使って、２～３人で丸太を平地へ運ぶ 

④ 指２本分の厚さに、のこぎりで「輪切り」する 

⑤ もう一枚は、1cm 程度の厚さで切る 

⑥ 薄く切った「輪切り」の板を太陽にあててみる 

⑦ 「輪切り」の皮をむく    

⑧ 「輪切り」をした残りの丸太の皮をむく 

⑨ 作業をした周辺をヒノキの葉っぱを使って掃除をする 

▲１泊２日のスケジュール表 
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1 日目の体験学習： 【写真で見る『間伐体験』の様子】 10 月 19 日（木）１０：００～１２：００ 

▲①実行委員の説明 ▲②やまのこ指導員による「間伐前と後の比較写真」と「受け口と追い口」の説明 

▲③ヘルメットのかぶり方の説明   ▲④ヘルメットの装着    ▲⑤全員がヘルメットを装着 

▲⑥間伐するヒノキの先
端を眺め、空を隠し
ている様子を確認 

▲⑦ムカデばしごで木の
ぼり体験で、2ｍの高
さまでのぼる 

▲⑧「受け口」をのこ
ぎりで切る体験 

 

▲⑨「追い口」をのこ
ぎりで切る体験 

 

▲⑩ロープを引っぱりヒノキを倒す ▲⑪間伐した後ヒノキの先端を  ▲⑫自分たちが倒した記念に 
見るとハート型に見えた    名前をサインする 
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1 日目の体験学習：  【写真で見る『林業体験』の様子】 10 月 19 日（木）１３：００～１５：００ 

▲①ヒノキの高さ(長さ)をはかる   ▲②「枝払い」をする   ▲③幹を 170cm の「玉切り」にする 

▲④「トング」を使って、 
平らな場所に運ぶ 

▲⑤4人一組になって、指 2本分
の厚さの「輪切り」にする       

▲⑦「輪切り」をして残った
丸太の皮をすべてむく 

▲⑥うすく「輪切り」した板を、太陽にかざし 
オレンジ色に光り美しさに感動している様子   

▲⑧班のみんなで協力して上手に皮がむくことが
でき満足している様子   

▲⑨最後は、作業をした場所をヒノキの葉っぱを
ほうきがわりにしてはいている様子   

子どもたちは、以上のような貴重な体験を通して、今まで生きていたからこそわかる「木の命の秘密」
について学ぶことができたことと思う。 
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２日目の体験学習：  【写真で見る『焼杉キーホルダーづくり』の様子】 10 月２０日（金） 

▲10 種類の「焼杉キーラック」の作品見本 ▲①サポーターに“ガスバーナー”で杉板を焼いてもらう 

▲⑤キリを使って、鍵をかける
Ｌ字釘をつける穴をあける   

▲⑥ニッパを使って、鍵をかけ
るＬ字釘を取り付ける   

▲⑦修正ペンを使って、焼

杉の裏面に「日付・や

まのこ・自分の名前」

を書く 

▲④押しピンを使って穴をあけて、 
ヒートンを取り付ける   

▲②杉板の“すす”をワイヤーブラシ 
でこすり取る 

このように、一人ひとりが 「世界に

たった一つのオリジナル焼杉キー

ラックづくり」を楽しみながら取

り組むことができた。 

▲③ホットボンドを使っ 

て、動物の“目玉” 

をつけてもらう 
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２日目の体験学習：  【写真で見る『森林散策』の様子】 10 月２０日（金） 

   イガグリ 

 ６   の木
「パワースポット」

      （   が一 ！）

子どもたちが『森林散策をして一番“心”に残っている場所ベスト 10』として活動の様子を紹介する。 
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【４】事後学習の流れ 

事後学習として、「３年生に伝

えるテーマを決めよう！」をテー

マにして、学級全体で１泊２日の

活動を振り返った。その際、３年

生に向けて発表することを目的

とし、森林のすばらしさを伝える

「森林の６つのはたらき」につい

て考えた。 

子どもたちは、体験を通して学

んだことをそれぞれ出し合い、自

分が体験で感じたことや伝えたいと思ったことは何か

を言葉に表した。子どもによって見つけたことや感じた

ことが異なっていたため、自分と違う発見をした友たち

の学びを詳しく知りたいと感じた子もいた。 

振り返りを行うことを通して、「やまのこ」での体

験学習をどの様な形で発表したいか、子どもたちはイ

メージが膨らんできた。 

そこで、子どもたちの気づきをいくつかのグループ

で分け、自分とテーマが近い友だちと一緒に調べ学習

を行うことを次回の学習課題とした。         

子どもたちは、やまのこ

を体験した翌週の初日に１

泊２日版の「ふりかえりシ

ート」に記入している。その

ふりかえリシートをもとに、

分析した結果をスライドで

紹介していただいた。 

１日目の「間伐＆林業体

験」、２日目の「森林散策」

において、一番“心”に残っ

ている場所やお家の人を案

内して教えてあげたいこと

などを一つ選び、その理由

について書いている。 

▲「 年生に伝えるテーマを決めよう！」の板書 

▲「森林の６つのはたらきについて」の板書 

事後学習①  ３年生に伝えるテーマを決めよう！   １０月２３日（月）         

事後学習②  １泊２日の体験学習をふりかえろう！ ☞やまのこ指導員の出前授業 １１月１日（水） 

▲１泊２日版「ふりかえりシート」 
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【1】「間伐＆林業体験」で一番“心”に残っている活動ベスト 7 

ベスト３：間伐【ロープを引っ張って木を倒す】 

  みんなで力を合わせてロープを引っぱって、木が倒れた   

ときがとてもうれしかったから。 

友だちと協力して心を一つに、声をかけながらロープを 

引っ張り倒せたから。 

ベスト２：間伐【のこぎりで切る】 

  木を倒すのに、とても力がいることが分かったから。 

  木を切るのがたいへんだったので、切れた時の達成感が  

今までと“けたちがい”だったから。 

ベスト１：輪切り【指2本分の厚さに切る】 

  時間をかけてがんばって切ったから、とても達成感があ 

ったから。 

友だちと協力し合い、うすく切ったり、分厚く切ったり 

することができたから。 

指２本分ではなくて、１本分のうすさに切って太陽にあ 

てるとオレンジ色に光って見えたから。 

 

【２】森林散策をして一番“心”に残っている場所ベスト１０ 

ベスト３：展望台【琵琶湖を一望できる場所】 

１日目の夜のナイトウォークで見た景色と全然違って  

いた。夜は夜景がとてもきれいだった。昼間は、琵琶湖も 

見え景色がとてもきれいだったから。 

ベスト２：チャレンジ坂 

  とても急な坂だったので、登りにくいし、長かったけど 

上まで登れた達成感がすごかったから。 

ベスト１：ヤッホ！見晴台 

  班のみんなと声を合わせて「やまのこ」とさけび、やま  

びこがかえってきて楽しかったから。 

 

【３】お家の人を案内して、教えてあげたいことベスト１０ 

ベスト３：チャレンジ坂 

  家族でいっしょにチャレンジ坂をのぼりたいから。 

ベスト２：展望台【琵琶湖を一望できる場所】 

  とってもきれいで気持ちよかったし、デンションが上が 

ったから。  

ベスト１：ヤッホ！見晴台 

見晴台は、森全体を見ることができ、 「ヤッホ！」と大き 

な声でさけぶと、『やまびこ』がかえってきたから。 
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【当日の「ふりかえりシート」による調査結果】 

（１）のグラフからは、１泊２日の「やまのこ」

体験学習を通して、森林がすごく好きになった子

どもたちが、「75％」いることがわかり、１泊２日

のやまのこでの体験が効果的であったように思う。 

（２）のグラフからは、 「間伐＆林業体験や森林

散策」などの活動を通して、森林のはたらきや大切

さについてすごく知ることができた子どもたちが

「73％」いることがわかり、事前学習で学んだこ

とを一人ひとりが実際に体験をすることにより、

さらに理解を深めたように思う。          （３）のグラフからは、１泊２日の「やまのこ」

体験学習を通して、友だちとすごく仲良く活動でき

た子どもたちが「73％」いることがわかり、１泊２

日という宿泊を伴う体験を通して、大切な友だちが

できたり、より友情を深めたりすることにつながっ

たように思う。 

（６）のグラフからは、お家の人といっしょに、

もう一度「森林散策」をすごくしたいと思っている

子どもたちが「61％」いることがわかる。これは、

自分たちが体験したことや学んだこと、つまりイン

プットしたことをアウトプットしたいという意欲

をもった子どもたちが多いということがわかる。 

このあと、３年生へ向けての 「プレゼンのスライドの作り方」と発表する時のアドバイスについて説明

していただいた。具体的にわかりやすいアドバイスをいただき、子どもたちはスライドづくりのイメージ

を膨らませたり、発表の仕方の練習につながったりしたようである。 

▲やまのこ指導員から子どもたちへの「 年生へ発表する時のアドバイス」 
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子どもたちには、 「やまのこ」での体験

学習を Google のアプリケーションを活

用して、 「スライド」にまとめて３年生に

発表することを伝えた。 

その際、聞き手に上手く伝わるよう

に、体験で得た知識や感想に加えてイ

ンターネットや本で集めた情報を使っ

て補ってもよいこととした。 

調べ学習の際、「情報リテラシー」

に関する以下の基礎知識を指導した。 

 やまのこ指導員には、副担任の権限を

設定し、子どもたちの作成しているスライドを「オンラインを通して閲覧」していただけるようにした。 

そして、子どもたち一人ひとりに「アドバイス」を記入していただいた。 

事後学習③④  各学級各グループのテーマについて調べ学習をしよう！    

事後学習⑤⑥  調べたことをスライドにまとめよう！    

① Google アプリ「スライド」の作成方法 

② 相手を意識したプレゼンテーション発表の仕方について 

③ インターネット上の著作物の使用方法・写真を素材として用いる際の肖像権について 

④ 「スライド」アプリ内の「コメント」機能について 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【家庭学習のルール】  

●今回の学習では、Chromebook を家庭に持ち帰って調べ学習の続きやスライド作成作業を

してもよいこととした。その時に、以下の点について指導を行なった 

 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

① 自分の担当する「スライド」のみ編集してもよいこと 

② 担任や、やまのこ指導員がオンラインで随時、子どもたちの「スライド」に対して「コ

メント」を書き加え、アドバイスをすること 

☞ 時間を問わずオンライン上で、子どもたちの積極性や進捗具合を見取ることができる 

▲やまのこ専任指導員からの「子どもへアドバイス」 
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▲ワークシート（ ）            ▲ワークシート（ ） 

▲ワークシート（５）            

子どもたちは、各自のタブレットを活用し 
インターネットで調べたり、３年生への発表 
のスライドシートづくりをしたり、とても真 
剣に集中して取り組むことができた。            
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事後学習⑦⑧  各グループのスライドのアドバイスを聞こう！ 

☞やまのこ指導員の出前授業  １１月１４日（月）    

事後学習⑨  アドバイスをもとにスライドの修正しよう！   

●「やまのこ」専任指導員による指導 

●各学級（４５分×２の９０分）を２クラスで実施 

各学級で２時間をかけて、各グループの発表の仕方とスライドへのアドバイスを丁寧にしていただ

いた。子どもたちは、緊張しながらも一生懸命発表をしていた。その発表とスライドを見て、やまの

こ指導員よりアドバイスをいただき、その後加筆修正したり、発表の練習をしたりと、とても意欲的

な姿を見取ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後学習⑩  ３年生へ発表をしよう！   １１月２７日（月） 

◎３年生の子どもたちを４年生の教室に招

待し、３年生へ発表を行なった。 

◎３年生の子どもたちが、４年生の発表を 

真剣に集中して聞いている姿がとても 

印象的だった。 

◎４年生の発表を聞いて、「やまのこでど 

んな学習をするのか、どんな体験ができ

るのかがよくわかりました。早く行ってみ

たい。」などと嬉しい反応があり、４年生の

子どもたちは、満足していたようだった。   
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事後学習⑪  ３年生へ発表の講評を聞こう！ ☞やまのこ指導員の出前授業 １１月２７日（月） 

●「やまのこ」専任指導員による指導 

●４５分で実施 

３年生への発表終了後、やまのこ学習の「まとめ」の授業を行った。 

やまのこ指導員により、子どもたちが作成したスライドの講評をしていただいた。 

「見やすいレイアウト」・「効果的な画像の選択」・「適切なハイライト」など、各学級それぞれ 50 枚

程度紹介され、スライドを選ばれた子どもたちは笑顔を浮かべていた。なぜ選ばれたのか説明を聞く時

の子どもたちの表情は真剣そのものだった。 

子どもたちは、となりの学級のスライドは見ていなかったので、お互いに参考になったようである。 

今度作成する時には「参考にしたい」という前向きな感想を多くの子どもたちがもったようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲やまのこ指導員による「講評のスライドシート」 
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●講評で紹介された「子どもたちが作成したスライドシート」の一部抜粋 
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１学期に国語科の学習「お礼の気持ちを伝え

よう」という単元で『お礼状の書き方』を学習

している。 

そこで、事後学習の最後に、その学習を生か

して「やまのこ」体験学習でたいへんお世話に

なった各グループのサポーターさんへお礼状を

書くことにした。 

子どもたちは、１泊２日の貴重な２日間の体

験を通して、多くのことを教えてもらったこと

や体験してわかったこと、感動したことなどを

書き並べながら感謝の気持ちを綴っている。 

３名の子どもたちが書いたサポーターさんへ

の手紙を紹介する。 

（５）考察 

 ４年生での森林環境学習「やまのこ」を一つの行事に終わらせるのではなく、子どもたちが身近な自

然環境に親しみをもち、５年生でのびわ湖環境学習「うみのこ」へのつながりを意識して、自分とのつ

ながりを感じながらに関わっていくことの大切さを味わうことができたように思う。 

 また、子どもたちは、「事前・当日・事後」の３ヶ月にわたる連続した学習を通して、「森林の大切さ

に」ついて多くのことを学ぶことができた。 

さらに、学んだ〔インプットした〕ことを、最後に、３年生に伝える〔アウトプットする〕ことを通

して、学んだことを他者に伝え、喜んでもらえることを体感することができたように思う。 

今後子どもたちは、四季折々の金勝山や学校の運動場の樹木の変化を楽しみ、自ら森林へ足を運んだ

り、自分にできることを実行したりして、森林の環境を守っていける人になって欲しいと考える。 

そして、５年生でのびわ湖環境学習「うみのこ」での琵琶湖の環境についての学習にも関心をもち、

自分とのつながりを感じながら意欲的に学習を進め探究していって欲しいと期待している。 

事後学習⑫  サポーターさんへの「お礼の手紙」を書こう！   

▲子どもたちが書いたサポーターさんへの「お礼の手紙」 
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